
山形大学 学術研究院
浅野 茂1 ・ 藤原 宏司2

March 10, 2017
於：金沢大学

第4回教学IR研修会
1 企画評価・IR担当
2 IR・データ分析担当

山形大学のIR
～入試情報の可視化と次世代形成・評価開発機構IR部門の実践～
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今日の内容

• 山形大学次世代形成・評価開発機構IR部門（OIRE）の
現状とこれからの課題・目標について、実例を交えな
がらご紹介します。

アウトライン
1. 山形大学OIREについて（藤原）
2. OIREの実践 ～入試情報の可視化～（浅野・藤原）
3. 学修成果の把握と可視化（浅野）
4. OIREのこれから ～20年後を視野に～（藤原・浅野）
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次世代形成・評価開発機構の概要
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1. 山形大学OIREについて
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山形大学OIREのミッション

Office of Institutional Research & Effectiveness

IR
「情報提供」を通じた
「意思決定支援」機能

IE
「効果検証」を通じた

「継続的改善」の循環プロセス

OIRE
「IR機能」を活用して大学における諸
活動の「効果検証」を行い、大学の
「継続的改善」を「支援」

※ 山形大学OIREは、米国型のIR／IEオフィス（小規模）をモデルにしています。
※ IEについては、藤原（2015）を参照して下さい。

重要なキーワード：意思決定・継続的改善支援、説明責任



IE（Institutional Effectiveness）とは

データ収集
（IR）

データ分析
（IR）

情報提供
（IR）

改善策の構築

（大学コミュニティ）

改善策の実行

（大学コミュニティ）

効果検証を通じた
継続的改善の循環プロセス

出典:山形大学 OIRE – Office of Institutional Research & Effectiveness : 
https://ir.yamagata-u.ac.jp/

https://ir.yamagata-u.ac.jp/
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OIRE@BSU/NTCの活動内容と背景
• 主たる関心・ミッション 大学における諸活動の「効果検証」

を行い、大学の「継続的改善」を
「支援」する

• データ・レポートに対する執行部
の関心

非常に関心が高い

• 扱うデータの中身 経営に影響を及ぼす数量データ; アセ
スメント関連データ

• 学内におけるプレゼンス 非常に高い（例：300件位のアド
ホックリクエスト）

• データへのアクセス権 ほとんど全てのデータにアクセスで
きる

• 統合型データベース 整備されている（ISRS）

• 構成スタッフ 専門職（異動なし）

参考：嶌田・藤原・小湊（2016）
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データの総合案内所としてのIR

IR

A学部の過去5年間
の就職状況は？

卒業生で有名人を
教えて下さい。

学生の出身高校別
のデータが欲しい。

Alumni Office
（校友会）

??

• John Doe
• Jane Smith

学部・学科・
執行部など

ここら辺りが
上手く行って
いないような
気が・・・

• チェックするね。
• 追加のデータを下さい。

出典：藤原（2013）



9

2. OIREの実践 ～入試情報の可視化～
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実践事例～SAS-VA～
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実践事例～SAS-VA～
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実践事例～SAS-VA～
志願倍率 一般前期志願倍率 学部別一般前期志願倍率

学部別の入試レポート 志願者の出身県別占有率 県内志願者・入学者推移
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実践事例～Power BI～

http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?bid=000001079879&cycode=0
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実践事例～Power BI～

複数シートに分かれている
ため、加工・統合が必要
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実践事例～Power BI～

可視化を念頭に、行・列の入れ替え、設
置形態別の数値等をVBAにより実行

※この後、MS Accessを用いてデータ加工を行っています。
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実践事例～Power BI～



17

実践事例～Power BI～

URL: https://ir.yamagata-u.ac.jp/reports/bi-reports/
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実践事例～Power BI～
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3. 学修成果の把握と可視化
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改善のためのアセスメント強化

入 学 学 習 卒 業

IR Data
• 志願者倍率

3.3以上
• 定員充足率

100％以上

IR Data
• GPA

2.5以上
• 退学率

5％未満
• 満足度

4.0以上

IR Data
• 卒業率

90％以上
• 就職率

96％以上

Assessment Data
• 学習経験
• 学修成果
• カリキュラム
• 教授法

この部分が弱い
現状。
改善または質の
向上において、
不可欠な情報と
なる？
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アセスメントの第1ステップ

教育プログラム

教育目標

DP

CP

AP

「学位プログラム」ではなく、教育目標を最小単
位とする「教育プログラム」という考え方に準拠

学部 学科 コース 教育プログラム 学位

A学部 A1学科 A1学プログラム 学士(○○学)

A2学科 A2Xコース ○△学プログラム 学士(○△学)

A2Yコース A2Y学プログラム 学士(○□学)

B学部 B1学科 B1学プログラム 学士(B1学)

B2学科 B2学プログラム 学士(B2学)

C学部 C1学科 C1学プログラム 学士（□□学)

C2学プログラム

C3学プログラム

・・・ ・・・

出所： 浅野(2017)、pp.186。
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3つのポリシーの整理
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DP,CPの整合性確保
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教育プログラムを中心とした分かりやすい公表

学部 学科 コース 教育プログラム 学位

A学部 A1学科 A1学プログラム 学士(○○学)

A2学科 A2Xコース ○△学プログラム 学士(○△学)

A2Yコース A2Y学プログラム 学士(○□学)

B学部 B1学科 B1学プログラム 学士(B1学)

B2学科 B2学プログラム 学士(B2学)

C学部 C1学科 C1学プログラム 学士（□□学)

C2学プログラム

C3学プログラム

・・・ ・・・

出所： 浅野(2017)、pp.188。
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APとの一体的推進
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4. OIREのこれから ～20年後を視野に～
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広範囲な情報に基づく包括的な教育効果の測定

• Statewide Longitudinal Data Systems (SLDS) 
Grant Program
 連邦政府の補助金プログラム
 幼稚園から大学、さらに就職後までの学生データを長期に

渡って収集し、広範囲な情報に基づく包括的な教育効果の測
定による改善を目指すプロジェクト

 ミネソタ州では、SLEDS（Statewide Longitudinal 
Education Data System ）と呼ばれる大規模システムを構
築

 現在、ミネソタ州を含む15州とアメリカ領サモアが、同プロ
グラムに参加

Better decisions require better information.

出典：Statewide Longitudinal Data Systems Grant Program - Program Overview : 
https://nces.ed.gov/programs/slds/

https://nces.ed.gov/programs/slds/
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山形大学版FERPAプログラム開発

• SLEDSの成否は、名寄せの正確性にかかっている
 米国の大学は、SSN（Social Security Number、社会保障番

号）を収集し、SSNを用いた正確かつ効率的な名寄せを実現

• FERPA1：学生データの取扱を定めた法律
 学生個人を特定できる情報（Personally Identifiable 

Information）の誤用や、許可の無い外部への公開を禁止
 連邦政府からの補助金を受けている全ての教育機関に適用

1 Family Educational Rights & Privacy Act（家族教育権とプライバシー法）
参考：浅野ほか（2015）、藤原（2016）

FERPAを遵守している限り、
収集できる情報の種類に関して制限はない
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山形大学版FERPAプログラム開発（contd.）

• 米国の大学におけるFERPA関連の取組
 学生データを扱う学生スタッフを含む教職員に対し、FERPA
を正しく理解するためのトレーニングプログラムの受講を義
務付け

 秘密保持契約（Confidentiality Agreement）への署名を要求
する場合も

このような土台があるため、米国のIR担当者は
広範囲なアクセス権を持っているのでは？
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山形大学におけるデータ収集に関する規定

• 山形大学は、学内に散在する各種データを「大学のも
の」としてIR業務等に有効活用するため、２つのデー
タ収集に関する規定を策定

山形大学におけるデータ収集に関する規定  
IR 情報データベースに係る情報保護管理規程 

制定・改正情報 平成 18 年４月制定、平成 28 年３月までに計７回改正 

内容 IR システムに集約するデータを保有または管理している部署を明確化

し、収集するデータの範囲や収集方法等を明記 

 

IR システムマネジメント規程 

制定・改正情報 平成 26 年９月制定、平成 28 年３月までに計２回改正 

内容 IR システムの運用に係る学長、理事、部局長等の責任を明確化し、情

報提供及び活用に向けて協力することを明記 

出典：（浅野ほか, 2015）を修正 

 

今後の課題：山形大学版FERPAプログラム開発


		山形大学におけるデータ収集に関する規定



		IR情報データベースに係る情報保護管理規程



		制定・改正情報

		平成18年４月制定、平成28年３月までに計７回改正



		内容

		IRシステムに集約するデータを保有または管理している部署を明確化し、収集するデータの範囲や収集方法等を明記



		



		IRシステムマネジメント規程



		制定・改正情報

		平成26年９月制定、平成28年３月までに計２回改正



		内容

		IRシステムの運用に係る学長、理事、部局長等の責任を明確化し、情報提供及び活用に向けて協力することを明記



		出典：（浅野ほか, 2015）を修正
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ありがとうございました
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